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※被害状況のデータに
ついては、注釈がないも
のはP.1下段に記載の
資料に準拠
※空欄または「不明」と
しているものは準拠資料
の通りに掲載

慰霊碑
・
公園

震災メモリアルパーク中の浜
●しんさいめもりあるぱーくなかのはま

K宮古市崎山第3地割123
k三陸沿岸道路宮古北ICから車で15分
JiG見学自由
pあり（大型バス：あり）

0193-62-3912（環境省宮古自然保護官事務所） P112E3MAP

公園の中心にある展望の丘は、目線が津波の高さとな
るよう設計されている。ガイドの問合せは休暇村陸中宮
古へ（t0193-62-9911、G6000円※11～50人まで
1人増えるごとに100円加算、要予約）

震災遺構として震災当時のまま保存されている「炊事
棟」。直径40㎝のコンクリート柱がへし折られ、鉄筋がね
じ曲げられている。押し寄せた波ではなく引き波によって
傾いており、引き波の威力を物語っている

Q1

メモリアルパークの開園時に復興・ふれあいの森づくり
エリアに植えた周囲の野山と同じ種類の樹木。地元の
崎山小学校の児童たちがこれらの成長を毎年観察して
おり、成長している姿から生物の力を感じとっている

古
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の
北
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㎞
の
沿
岸
部

に
位
置
す
る
震
災
メ
モ
リ
ア

ル
パ
ー
ク
中
の
浜
は
、か
つ
て
は
海

に
隣
接
す
る
緑
豊
か
な
キ
ャ
ン
プ
場

で
し
た
。し
か
し
震
災
時
に
15
m
を

超
え
る
津
波
が
押
し
寄
せ
、壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
の
で
す
。震
災
後

は
キ
ャ
ン
プ
場
の
ト
イ
レ
や
炊
事
棟

を
震
災
遺
構
と
し
て
保
存
し
、自
然

の
脅
威
を
後
世
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　震
災
廃
棄
物
の
再
生
資
材
を
活

用
し
た
展
望
の
丘
に
上
れ
ば
、津
波

と
同
じ
高
さ
に
目
線
を
置
く
こ
と

が
で
き
、広
大
な
範
囲
が
津
波
に
の

み
込
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

丘
の
脇
に
あ
る
斜
面
に
は
、そ
こ
を

駆
け
上
が
っ
た
津
波
の
高
さ
を
示
す

目
印
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、で
き
る

だ
け
上
の
高
台
に
避
難
す
る
大
切

さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　さ
ら
に
倒
れ
て
い
る
炊
事
棟
の
柱

や
高
さ
約
17
m
の
枝
に
絡
ま
っ
た
漁

具
な
ど
に
注
目
す
る
と
、引
き
波
の

威
力
も
わ
か
り
ま
す
。一
方
で
被
害

面
だ
け
で
な
く
、園
内
の
豊
か
な
自

然
と
ふ
れ
合
い
な
が
ら「
自
然
の
恵

み
」も
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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施設DATA

語り部あり 車椅子OK?
考えてみよう??

宮

A1大型トラック2800台分。高さ13mの丘に立って、現地を襲った津波
の高さを体感しよう。

●
し
ん
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い
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も
り
あ
る
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く
な
か
の
は
ま

震
災
メ
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ル
パ
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ク
中
の
浜

震災がれき由
来の再生資材

を用いて造られた「展
望の丘」。どのくらい
の量の震災がれきが
使われたのでしょう
か。
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ついては、注釈がないも
のはP.1下段に記載の
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の
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を
誇
る
田
老
町
の
巨

大
な
二
重
防
潮
堤
は
、「
万
里
の
長

城
」と
も
よ
ば
れ
、世
界
的
に
知
ら

れ
る
防
災
の
シ
ン
ボ
ル
で
し
た
。

　明
治
と
昭
和
の
三
陸
地
震
津
波

に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

田
老
地
区（
旧
田
老
町
）で
は
、昭
和

９
年（
１
９
３
４
）に
防
潮
堤
建
設
に

着
手
し
ま
し
た
。第
二
次
世
界
大
戦

を
挟
ん
で
昭
和
33
年（
１
９
５
８
）に

第
一
防
潮
堤
が
完
成
。さ
ら
に
昭
和

54
年（
１
９
７
９
）ま
で
に
第
二
・
第

三
防
潮
堤
が
整
備
さ
れ
、X
字
型
の

二
重
構
造
の
防
潮
堤
と
な
り
ま
し

た
。し
か
し
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

巨
大
津
波
は
、こ
の
堅
牢
な
防
潮
堤

を
超
え
、田
老
地
区
に
甚
大
な
被
害

を
及
ぼ
し
た
の
で
す
。

　現
在
、壊
滅
を
免
れ
た
第
二
線
提

（
旧
第
一
防
潮
堤
）は
地
盤
沈
下
分
を

か
さ
上
げ
し
て
原
形
復
旧
さ
れ
、津

波
の
脅
威
を
後
世
に
伝
え
て
い
ま

す
。倒
壊
後
に
新
た
に
整
備
さ
れ
た

第
一
線
堤
と
と
も
に
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
の
両
面
か
ら
、今
後
の
災
害
時
の

防
災
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

この地区に建設されたたろう潮里ステーション（P33）で
受付けている学ぶ防災ガイドに参加すれば、実際に田
老防潮堤に立って、震災時の津波の様子や地域の防
災についてガイドの説明を聞くことができる

震災前に約4400人だった田老地区の人口は約2800
人に減少。津波で浸水した低地は災害危険区域に指
定され、住居専用建物の建設は禁止に。建設できるの
は店舗兼用住宅のみになった

Q1

田老漁港沿いにある白い2本の線状の部分が震災後
に整備された第一線堤。第二線堤（旧第一防潮堤）は
内陸側、写真右上の長内川のあたりから写真上中央の
国道付近まで町を囲むように位置している

「
万
里
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長
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堅
牢
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潮
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施設DATA
考えてみよう?

施設ガイド
※要予約

?

総

A1海側の防潮堤の一部が津波で破壊された。防潮堤の被害は部分
的だったが、乗り越えた津波が内側の集落を襲った。

田
老
防
潮
堤

●
た
ろ
う
ぼ
う
ち
ょ
う
て
い

過去、X字型の二重構造で、世界で
も有数の堅牢さを誇っていた田老防

潮堤ですが、東日本大震災の巨大津波に
よる被害はどの程度
だったのでしょうか？
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